
「高めあう 人権感覚 確かな未来」 
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蔵王山は，福山市のほぼ中心部に位置し，毎年

元日には周囲の学区が新春登山を行っています。 

北側の千田学区は，19５９年（昭和３４年）1

月１日から新春登山を実施しています。雨や雪の

他，コロナ禍の年は中止しましたが，今年度で

64 回目になります。約５００人の参加者は，朝

７時に集合場所を出発し標高２２５ｍの山頂を

目指して歩きます。 

南側の蔵王学区は，蔵王小学校を出発し，「野

鳥広場」を経由して「憩いの森」を目的地に歩い

ています。 

蔵王山は，古くから寺社が建立され信仰の場所

として修験者が訪れました。また，南斜面には 

自然石の絶壁があ

り，クライミングを

楽しむ人が訪れてい

ます。中腹の憩いの

森には遊具があり家

族連れなどが訪れる

など，市民から親し

まれています。 

元
旦
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ら
す
ご
来
光 

心
機
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 主催・申込先 東部地域振興課 
電話 ０８４－９４０－２５７４ 
FAX ０８４－９４７－５６５８ 

 

蔵王山 

（千田 ･蔵王学区）  

    

他の写真・ 
資料  ⇒ 

手話は，耳が聞こえない人にとってお互い

の気持ちや考えを伝えるための大切な「言葉」

です。手話の表現を覚えて，生活の中で使え

るようになれば，コミュニケーションの輪が

広がります。今回はパネル展示と併せて，日

常のいろいろな場面で使える手話を職員によ

るオリジナルの映像でもご紹介します。                 

                   

                   

 

 

 

●配信 １月１日（月） ０時０分 ～ 

●動画サイト YouTube 

●チャンネル TouTube.F 

●問合せ先 東部地域振興課 

電話：084-940-2574 

FAX：084-947-5658 

メール： ↓↓↓ 

toubu₋chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp 

11月 26日に，蔵

王小学校で蔵王学区

自主防災避難訓練が

開催されました。 

今年度は，県市行

政や業者の協力があ

り，普段よりも多く 

の訓練や体験が行われました。そこで，訓練

の様子を取材し動画で紹介します。                  

                    

                    

 

 

２０２４年(令和６年)１月４日 
発行 東部地域振興課 
住所 〒721-0915 福山市伊勢丘 6－6－1 
電話 940－2574 FAX 947－5658 

カラーは 
ホームページで  検索 ・ QR コード 

福山市東部地域振興課  

学習情報紙 

No.２６８ 

１月号 

〈 緊急車両の展示 〉 

蔵王山頂 

文 

千田小学校 

文 

蔵王小学校 

山陽自動車道
蔵王山頂 

憩いの森 

野鳥広場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学区 日時 場所 同日関連行事 

引 野 1月 13日(土) 9:30～ 引野小学校グラウンド  

旭 丘 1 月 21 日(日)10:00～ 旭丘倶楽部(旧旭丘幼稚園)園庭  

緑 丘 1月 13日(土) 9:30～ 緑丘小学校グラウンド  

長 浜 1月 13日(土) 9:30～ 長浜小学校グラウンド  

千 田 1 月 8 日(月) 9:00～ 千田運動場（千塚池グラウンド）  

大津野 1 月 8 日(月)10:15～ 大門未来園北側広場 健脚大会 

野々浜 1 月 8 日(月)10:00～ 旭北公園 歩け歩け・マラソン大会 

春 日 1月 7日(日) 9:30～ 春日小学校グラウンド  

坪 生 1 月 7 日(日) ９:00～ 坪生小学校グラウンド 健康ウォーキング 

幕 山 1 月 14 日(日)10:00～ 幕山台中央公園 まくやま朝市 

大谷台 1 月 14 日(日)10:00～ 大谷台中央公園  

 

 

                        

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                                           

                                           

  

●●● “地域をつなぐ まちづくり”紹介 ●●● 

とんどまつり ～かえってきた賑わい～   

 

                      

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                         

                                                                                     

平和の思いを伝えたい  ～幸千中学校の活動～ 

幸千中学校では，平和の大切さを学び，学んだ

ことをアピールする活動を行っています。 

ホロコースト記念館で平和の大切さ学ぶ 

きっかけは，生徒会が校区内にあるホロコー

スト記念館を訪ねたこと。ヨーロッパで起きた

戦争やホロコーストについて学びました。学ん

だことを学校で伝え，全校生徒が記念館を訪ね，

平和について考え合うようになりました。 

学びから行動へ 

現在は，学んだことを次の人に伝える活動に

取り組んでいます。 

文化委員会は，記念館でばらの接ぎ木を学び，

「アンネのばら」を育てています。育てた苗は，

交流館など近隣の施設に贈りました。 

美術部は，記念館の大塚館長が作った台本「ア

ンネのバラとローズマインド」に合わせたイラ

ストを作成。市内の各施設でパネル展示を行っ 

コロナ禍では，地域で集まっての行事

を自粛していましたが，今年度は夏祭り

や文化祭，フェスティバルなど，各学区

で様々な行事が再開しています。 

1 月は，とんどまつりが行われる学区

がありますので紹介します。 

 お餅やぜんざいなどの振る舞いや，健

康ウォーキングやマラソン大会など

を同時開催する学区もあります。 

 また，学区全体ではなく，単位町内

会，自治会や地域で開催する学区もあ

ります。 

 詳しくは各学区の交流館にお問い

合わせください。 

 

<話を伺った生徒会副会長の柳川稜空さんと山本先生> 

ています。 

吹奏楽部は，曲「アンネの希望」を定番曲

として演奏。また，ボランティア部の地域貢

献班は平和にちなんだ踊りを地域のイベント

などで踊りました。 

生徒会執行部は，幸千中学校の活動やホロ

コースト記念館を紹介する資料を作成し，文

化祭や地域のイベントで発表。市民に平和の

大切さを訴えています。 

生徒会副会長の柳川稜空さんは，「この取

組を通して，多くの人に平和の思いを広めた

い」と話しました。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部管内イベント・講座情報 

東部図書館からのお知らせ 
 

移動文学展「島田荘司とミステリーの世界へ」 

〖期間〗１月１７日（水）～２月２８日（水） 

〖会場〗東部図書館 1階フロアー 

サロンコンサート 

〖日時〗１月２３日（火）１４時～１４時３０分 

〖会場〗東部図書館 2階集会室 

〖内容〗尺八と琴の演奏 

〖出演〗加絃会 

〖申し込み・問い合わせ先〗 

   東部図書館 084-940-2575 

 

 

緑丘交流館 

Ｚｏｏｍでレクリエーション 

〖日 時〗１月１６日（火） 

１４時～１６時 

〖講 師〗東部地域振興課職員 

〖内 容〗Web会議用アプリ『Zoom』を使っ

て，実際にオンラインでのやり取り

を体験します。 

〖定 員〗15人程度 

〖持参物〗スマートフォン（タブレット，パソ

コンでも可） 

〖申し込み期限〗1月 9日（火） 

〖会場・申し込み・問い合わせ先〗 

緑丘交流館 084-943-5495 

 

 まちづくり博覧会 

 ステージ発表 

  バザール出店 

イラストデザイン 英数学館高等学校 薮田真子さん 

 作品展示 

 キッズコーナー 

  カフェコーナー 

9:30～ 

東部市民センター 
《主催》ふくやま東部文化フェスタ実行委員会 

《問い合わせ》東部地域振興課 ℡０８４-９４０-２５７４  

東
部
地
域
振
興
課
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

 

ブ
ロ
ッ
サ
ム
ち
ゃ
ん 

３月 

３日 

（日） 

多文化教室 なないろ 
〖日 時〗１月１１日・１８日・25日 

毎週木曜日１０時～１１時３０分 

〖内 容〗国籍や年齢に関係なく，だれでも参

加できます。人と人のつながりを大

切にしながら，困ったときは「お互

いさま」の気持ちで住みよいまちを

つくっていきませんか。 

〖持参物〗筆記用具・勉強したいもの 

※初めて参加される方は連絡してください。 

〖会場・問い合わせ先〗 

春日コミュニティ館 084-943-2531 

 

幕山デジタル塾 

～交流館のイベントにスマホで参加しよう～ 

〖日 時〗１月 25日（木） 

13時 30分～15時 30分 

〖内 容〗交流館のサークル活動にスマホで参

加します。（自宅からでもOK） 

〖定 員〗30人 

〖持参物〗スマートフォン 

〖協 力〗コーラスサークル「ラララ♪幕山」 

東部地域振興課職員 

〖会場・申し込み・問い合わせ先〗 

幕山交流館 084-947-0095 

 

春日コミュニティ館 

幕山交流館 



 視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます 
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私
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い
る
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も
、
４
年
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実
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「人権・多様性社会」 を考える機会に 
「東部いれこみ情報」では，「人権・多様性社会」

について特集記事を連載します。考え合う機会とし

てお読みいただけましたら幸いです。 

人権問題講演会を開催 

「育児」は誰がするもの？ 
２０２０年度，福山市内の男性の育児休暇取得

率は１１．７％と未だに低い状況にあります。社

会全体では，個人の考え方やライフスタイルの多

様性を認め合うことの重要性が認識されている中

で，まだまだ「男性は仕事」「女性は育児」とい

う固定的な考えが残っていることも事実です。 
 

男性の育休取得の意義とは 

今年度，東部地域振興課では男性職員が育児休

暇を取得しました。育児休暇を取得した職員から

は「子どもたちの成長を毎日見ることができて良

かったのはもちろんのこと，育児や家事を『手伝

う』のではなく，当事者意識を持ち取り組むこと

の大切さを改めて感じることができた。家族との 

絆がより深まった。」と振り返っていました。 
 
男性の育休があたりまえの社会に 
育児は性別に関係なく，みんなで取り組む

ものです。社会全体の協力と「育児はみんな

で取り組み，その大切さ，素晴らしさ，大変

さはみんなで分かち合うもの」という考えが

もっと広まれば，男性の育児休暇取得が当た

り前の社会となり，多様性を認め合う社会の

実現に，またひとつ近づくことができるので

はないでしょうか。 

 

 

 

 

している子どもたちに楽しい体験をさせた

い」と思い，渡航費用の寄付を募り３大会

連続でサッカーのワールドカップに招待し

ました。 

２０２２年のカタール大会では，客席のゴ

ミ拾いをし，現地の人から感謝を伝えられ

ました。これが，日本人のマナーとしてメ

ディアでも取りあげられました。 

角田さんは，「ボランティアは重労働で辛

いと思われがちだが，人とのつながりなど楽

しいことも沢山ある。続ける秘訣は，無理を

せずできる時にやる『断続(だんぞく)は力』

が大切」「何事に対しても無関心ではいけな

い，まずは自分でできる範囲でいいので行動

を起こしてほしい」と話されました。 

12 月 9 日に東部市民センタ

ーのホールで角田寛和さん，通

称「ちょんまげ隊長ツンさん」

をお招きし人権問題講演会を

開催しました。角田さんは，災

害の被災地支援，スポーツを通 

しての障がい者支援，エチオピア・ネパールの貧

困地域の支援活動を行っています。 

きっかけは，２０１１年の東日本大震災。連日

テレビで被災地の映像を見て，自分にも何かでき

ないかと思ったことだそうです。靴屋をしている

ので靴の寄付ができると思い，靴を持って被災地

に向かいました。活動の中で，「被災生活で我慢 


